
21　                     July 2011

JUly 2011

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、ア
フ
リ

カ
南
部
の
ナ
ミ
ビ
ア
と
ア
メ
リ
カ
南
東
部
で
発

生
し
た
自
然
災
害
を
受
け
、被
災
者
に
対
す
る

緊
急
援
助
物
資
の
供
与
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ナ
ミ
ビ
ア
北
部
で
は
、２
月
か
ら
降
り
続
い
た

豪
雨
に
よ
り
大
規
模
な
洪
水
が
発
生
。５
月
23

日
現
在
、死
者
は
約
１
０
０
人
、避
難
者
は
１

万
７
０
０
０
人
以
上
に
及
ん
で
お
り
、感
染
症

の
拡
大
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
を

受
け
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
５
月
末
、南
ア
フ
リ
カ
共
和

国
・
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
に
あ
る
備
蓄
倉
庫
か
ら

毛
布
９
４
０
枚
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
シ
ー
ト
50
巻
、

簡
易
水
槽
20
台
、浄
水
器
10
台
な
ど
を
ナ
ミ
ビ

ア
政
府
に
供
与
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
引
き
続
き
、配

布
・
利
用
状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、ア
メ
リ
カ
南
東
部
で
は
、４
月
27
日
に

発
生
し
た
竜
巻
に
よ
り
、ア
ラ
バ
マ
州
、ミ
シ

シ
ッ
ピ
州
、テ
ネ
シ
ー
州
、ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
、ヴ

ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
な
ど
で
大
き
な
被
害
が
発
生

し
、３
４
０
人
以
上
も
の
死
者
を
出
し
て
い
ま

す
。ア
メ
リ
カ
政
府
か
ら
の
要
請
を
受
け
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
A
は
マ
イ
ア
ミ
の
備
蓄
倉
庫
か
ら
毛
布
８
０

０
０
枚
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
シ
ー
ト
１
５
０
枚
の

供
与
を
決
定
。５
月
５
日
に
引
き
渡
し
を
完
了

し
、被
災
者
支
援
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

02ナミビアとアメリカの被災地へ　緊急援助物資を供与

03東京・愛知の地球ひろばでイベント開催

　

６
月
１
日
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
財
務
省
、外
務
省

と
の
共
催
で
、東
京
都
内
で「
第
2
回
ア
ジ
ア

開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま
し
た
。当
日

は
、近
年
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
る
中
国

や
イ
ン
ド
、韓
国
、タ
イ
な
ど
ア
ジ
ア
各
国
の

政
策
立
案
者
を
は
じ
め
、援
助
機
関
の
代
表

者
、研
究
者
ら
約
１
０
０
人
が
出
席
し
、開

発
援
助
に
お
け
る
ア
ジ
ア
の
役
割
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
で
は
、緒
方
貞
子
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

理
事
長
が
ス
ピ
ー
チ
。近
年
、新
興
ド
ナ
ー
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
ア
ジ
ア

の
国
々
を
評
価
し
た
上
で
、今
後
は
さ
ら
に

域
内
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
化
し
、ア
ジ

ア
の
み
な
ら
ず
、ア
フ
リ
カ
な
ど
他
の
地
域
の

経
済
的
・
社
会
的
発
展
に
も
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

　

続
く
第
一
部
で
は
、黒
田
東
彦
ア
ジ
ア
開

発
銀
行
総
裁
に
よ
る
基
調
講
演
の
後
、タ
イ

の
チ
ュ
ラ
ラ
ッ
ト
・
ス
テ
ィ
ッ
ト
ー
ン
財
務
省

財
政
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
世
界
銀
行
の
ジ

ェ
ー
ム
ズ・ア
ダ
ム
ズ
東
ア
ジ
ア
・
大
洋
州
地
域

担
当
副
総
裁
な
ど
が
、「
ア
ジ
ア
の
経
済
発

展
・
開
発
協
力
経
験
の
共
有
と
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
役

割
」を
テ
ー
マ
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、各
国
の
経
験
を
共
有
し
ま
し
た
。第
二
部

で
は
、「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
残
さ
れ
た
開
発
問

題
や
新
た
な
課
題
へ
の
対
応
」に
つ
い
て
、イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
プ
ラ
ス
テ
ィ
ヨ
ノ
・
ウ
ィ
ジ
ョ

ヨ
・マ
ラ
ン
・ユ
ド
国
家
開
発
企
画
庁
経
済
担

当
次
官
、カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ヤ
ナ
ラ
・
チ
ェ
ン
開

発
評
議
会
事
務
局
長
な
ど
が
発
表
を
行
い
、

域
内
所
得
格
差
、地
域
統
合
、高
齢
化
、気

候
変
動
な
ど
の
地
球
規
模
の
課
題
に
ど
う

対
応
し
て
い
く
か
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
第
三
部
で
は
、「
開
発
援
助
の
国

際
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
ア
ジ
ア
の
役
割
」

に
つ
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。

中
国
商
務
部
の
盧
峰
国
際
交
流
与
合
処

長
、イ
・
ビ
ョ
ン
グ
韓
国
国
際
協
力
団
理
事
、

小
寺
清
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
ら
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
参
加
し
、ア
ジ
ア
の
経
験
を
他
の
地
域

の
課
題
解
決
に
生
か
す
た
め
に
は
、最
新
の

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
南
南
協
力
や

情
報
共
有
の
仕
組
み
づ
く
り
、民
間
セ
ク
タ

ー
や
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携
が
重
要
で
あ

る
と
い
っ
た
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。今
回

議
論
さ
れ
た
内
容
は
、11
月
に
韓
国
・
プ
サ
ン

で
開
催
さ
れ
る
Ｄ
Ａ
Ｃ
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
合
な

ど
で
も
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

■
東
京
・
広
尾（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば
）

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

世
界
の
経
済
格
差
・
貧
困
問
題
の
解
消

に
、フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
は
ど
う
貢
献
で
き
る

の
か
―
。〝
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
か
ら
考
え
る
世

界
と
日
本
の
つ
な
が
り
〞を
テ
ー
マ
に
、研

究
機
関
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
な
ど
が
、具

体
的
な
実
践
例
や
日
本
で
の
現
状
、課
題

な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
の
佐
藤
寛
さ
ん
を
モ
デ
レ
ー
タ
ー

に
迎
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
、フ

ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
が
販
売
さ
れ
る
市
も

行
わ
れ
ま
す
。フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
は
身
近
に

で
き
る
国
際
協
力
の
一
つ
。関
心
の
あ
る

人
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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■
愛
知（
な
ご
や
地
球
ひ
ろ
ば
）

企
画
展「
地
球
の
子
ど
も
た
ち 

学
校
に
行

き
た
い
！
」

　

こ
の
世
界
に
は
、学
校
に
通
い
た
く
て
も

通
え
な
い
子
ど
も
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。学

校
に
通
え
な
い
本
当
の
理
由
や
途
上
国
の

教
育
問
題
を
通
じ
て
、私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
は
何
か
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。こ
の
企

画
展
に
合
わ
せ
、７
月
23
日（
土
）に
映
画

『
ミ
ラ
ク
ル
バ
ナ
ナ
』上
映
会
、７
月
31
日

（
日
）に
途
上
国
で
の
幼
児
教
育
に
つ
い
て

青
年
海
外
協
力
隊
Ｏ
Ｇ
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
も
開
催
し
ま
す
。

会
期
：
９
月
４
日（
日
）ま
で　

10
時
〜

18
時（
月
曜
休
館
）
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「第2回アジア開発フォーラム」開催 ―アジアの持続的発展を目指して―

は
る
ひ
こ

アラバマ州出身の阪神タイガースのブラゼル、
スタンリッジ両選手から、日本の支援に感謝の
気持ちとして贈られたサイン入りポスターと帽
子。JICA兵庫で展示中

01

「中国や韓国の役割が重要に
なっている」と緒方JICA理事長

経済発展の経験を共有し、アジアとしてどう課題解決に取り組むか議論




